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一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
い
い
ま
す

が
、
と
に
か
く
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
や
す
い
自

家
菜
園
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
今
年
お

薦
め
し
た
い
野
菜
の
種
類
や
品
種
、
育
て

方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
早
春
か
ら
夏
に
か
け
て
】

　
一
番
育
て
や
す
く
て
、
冬
か
ら
春
ま
で

長
い
間
取
れ
る
の
は
ナ
バ
ナ
で
す
。
改
良

品
種
の「
花
飾
り
」な
ど
は
耐
寒
性
が
強
く

花
ぞ
ろ
い
も
良
く
美
味
で
す
。

　
３
月
植
え
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
小
粒
な

が
ら
黄
金
色
で
味
の
良
い「
イ
ン
カ
の
め
ざ

め
」「
イ
ン
カ
の
ひ
と
み
」「
イ
ン
カ
ル
ー

ジ
ュ
」の
３
兄
弟
で
、
話
題
性
も
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
は
苦
味
や
臭
い
が
少
な
く

キ
ュ
ー
ト
な
小
型
で
、
子
ど
も
に
も
好
ま

れ
る
新
品
種「
ピ
ー
太
郎
」、
赤
・
黄
・
だ
い

だ
い
色
を
そ
ろ
え
、
平
型
の「
フ
ル
ー
ツ
パ

プ
リ
カ
」な
ど
で
新
し
い
魅
力
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　
大
型
ト
マ
ト
を
立
派
に
作
り
上
げ
る
の

は
大
変
難
し
い
で
す
が
、
耐
病
性
で
育
て

や
す
く
な
っ
た
、
味
も
優
れ
た
品
種
も
あ

り
ま
す
。

　
育
て
や
す
く
よ
く
取
れ
る
５
月
ま
き
の

つ
る
性
イ
ン
ゲ
ン
は
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。
品
種
は
古
く
か
ら
味
に
定
評
の

あ
る
イ
ン
ゲ
ン「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
ワ
ン

ダ
ー
」な
ど
で
す
。
し
っ
か
り
交
差
さ
せ
た

支
柱
を
立
て
、
つ
る
が
伸
び
始
め
た
ら
遅

れ
ず
に
支
柱
へ
誘
引
し
、
半
月
に
１
回
、
少

量
の
追
肥
を
す
る
だ
け
で
、
朝
夕
２
回
、

２
ヵ
月
ぐ
ら
い
収
穫
し
続
け
ら
れ
、
新
鮮

で
格
別
な
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
】

　
夏
の
青
物
と
し
て
は
、
強
健
で
連
作
に

も
耐
え
作
り
や
す
い
小
松
菜
が
一
番
の
お

薦
め
で
す
。
身
近
な
菜
園
な
ら
、
抜
き
取
り

収
穫
だ
け
で
な
く
、株
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
、

下
の
方
の
葉
か
ら
１
〜
２
枚
ず
つ
葉
か
き

収
穫
す
れ
ば
、
数
か
月
以
上
も
長
い
間
収

穫
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
き
よ
す

み
」は
強
健
で
夏
に
強
く
美
味
。

　
９
月
ま
き
の
小
カ
ブ
は
、
白
色
で
色
つ

や
が
良
く
肉
質
が
緻
密
で
味
が
良
い「
た

か
ね
」、
大
き
く
な
っ
て
も
す
入
り
せ
ず
味

の
良
い
強
健
な「
耐
病
ひ
か
り
」、
上
が
赤

紫
色
、
下
が
白
色
で
サ
ラ
ダ
や
酢
漬
け
に

好
適
な「
あ
や
め
雪
」な
ど
が
お
薦
め
で
す
。

ニ
ン
ジ
ン
の
芯
ま
で
オ
レ
ン
ジ
色
に
な
り

甘
さ
と
風
味
に
優
れ
、
煮
物
や
サ
ラ
ダ
に

し
て
彩
り
の
良
い「
ベ
タ
ー
リ
ッ
チ
」が
魅

力
的
で
す
。

　
ネ
ギ
は
味
を
重
視
し
た
品
種
を
選
び
、
自

家
菜
園
な
ら
で
は
の
食
味
を
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
。「
九
条
太
」を
筆
頭
と
し
、「
下
仁

田
」「
松
本
一
本
太
」な
ど
全
国
的
に
在
来
系

の
味
の
良
い
品
種
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
考
え

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て

　
い
な
い
も
の
は
、
各
店
舗
で
適
し
た
も
の

　
を
ご
相
談
下
さ
い
。

魅
力
の
野
菜
で

自
家
菜
園
の
活
性
化
を
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実 践 取 組 事 項実 践 取 組 事 項

組合員組織の重要性を再認識し、総合事業展開により地域の活性化に取り組み、
より身近で必要とされるJAを目指します

視点③　 支店運営委員会や地域別座談会を開催し、地域の皆さまのご意見・ご要望をお聴きし、事業に反映します

視点④　食と農を基軸とし、地域コミュ二ティの活性化に積極的に取り組みます

　平成２８年度より同ＪＡ管内４地域で地域別座
談会を開催し、組合員・利用者の皆さまと意見交
換を行っています。自己改革に取り組む当ＪＡに
対する意見、要望を組合員の皆さまや地域住民
の皆さまから聴き、今後の運営に反映させるもの
です。

平成29年度地域別座談会

ハーフマラソンでのおにぎりの配布

みのじのみのり祭りで
「特別賞」を受賞

新規就農者との意見交換会 平成29年度カンガルー劇場

山岡支店だより12月号

蛭川支
店だよ

り９月
号

おいでん祭でキューブ米を配布する足立組合長

　当ＪＡでは、さまざまな地域のイベントに参加し、地域の農畜
産物のＰＲや地域住民の皆さまとの交流を深めています。また、
ＪＡをより身近に感じ、ご利用いただけるよう「ＪＡファンづくり
運動」を展開しています。
　中津川市のおいでん祭や恵那市のみのじのみのり祭りで、神
輿の競演に参加し、米のキューブ米やトマト、栗などを無料配布
し地元の農産物のPRを行いました。
　「恵那峡ハーフマラソン」では、職員や女性部員らが手づくり
した、大会参加者３０００人分の地元産コシヒカリのおにぎりを、
走り終わった参加者ひとりひとりに配布しました。また、各４地域
でアグリスクールを開催し、子どもたちに農業の楽しさや食の
大切さを伝えています。

視点④　次世代・若年層との繋がり強化を図ります

　平成２８年度に県と連携して、新規就農者等（１０名）と指導農業士との意見交換会を開催し、農
業を始めた中での課題等について意見交換を行いました。
　また、全支店で「支店だより」を発行し、各支店の地域行事への参加の様子などを掲載し、身近に感
じる支店づくりに力を入れています。
　あい・あい会員（女性部）は若い子育て世代を対象にしたサークル「カンガルー劇場」を開催し、ＪＡ
と関わりを持つ新たなニューパートナーの獲得へとつながっています。食育を親子で学ぶことにより、
農業に触れるきっかけにもなっています。
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